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第 369 回 例会 

2021 年 7 月 7 日 13:00～ 

■司 会 島村恵三 例会・出席副委員長 

■斉 唱 君が代、奉、仕の理想 

■出席報告 出席者数 19 名 / 27 名 

 出 席 率 70.37 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター 
田嶋好博名誉会員、水野䭾紹名誉会

員、八神基名誉会員 

ニコボックス 

〇 田嶋好博当クラブ名誉会員 

菊地会長、山田幹事はじめ理事役員の皆様のご

活躍をお祈りいたします。  

〇 水野䭾紹名誉会員 

菊地会長、山田幹事、一年間頑張ってください。 

〇 八神基名誉会員 

お久しぶりです。 

 

〇 菊地富士子会長 

田嶋様、水野様、八神様、本日は起こし下さり、あ

りがとうごさいます。山田幹事と供に一年間しっか

りとお役を務めさせて頂きます。どうぞよろしくお願

い致します。 

〇 山田智博幹事 

田嶋様、水野様、八神様、本日はありがとうござい

ます。本日より菊地年度です。宜しくお願い致しま

す。 

〇 安井忠ロータリー財団委員長 

大変な年ですが菊地会長、山田幹事、健康で一

年間頑張って下さい。また、田嶋先生、八神様、

水野様、本日はありがとうございます。 

〇 藤谷猛クラブ戦略委員長 

菊地会長、山田幹事、いよいよ新年度が始まりま

したね。コロナ禍の中、大変ですがアイリスを前に

進めて下さい。心から応援させて頂きます。 

〇 荒山久美書記 

新年度スタートしました。菊地会長、山田幹事、１

年間宜しくお願い致します。 

〇 加藤正弘職業・社会・国際奉仕委員長 

菊地会長、山田幹事、スタートですね。１年間 

〇 岩崎幸弘委員 

七夕です。ふじこ会長様、ともひろ幹事様、頑張り

ましょう．．．ネ。 

〇 石野千香子様 

本日より入会させて頂きます。皆様、どうぞよろしく

お願い致します。 

〇 青木京子直前会長 

菊地会長、山田幹事、１年間宜しくお願い致しま

す。 

  

7 月度 誕生日お祝い 

7 日 青木恭子さん 19 日 鈴田正道さん 

23 日 鬼頭容子さん 30 日 加藤正広さん 

新入会員 入会式 

相京正子さん、石野千香子さんが入会されました。

女性２名の入会により女性会員の比率が約４8％となり

全国でもトップクラスの女性会員比率となりました。お二

人を暖かくお迎えいたしましょう。 

乾 杯 

新年度のスタートを祝い青木恭子直前会長の発声

により乾杯が行われました。シャンパンは、グランコート

ホテルのご好意によるものでした。有難うございました。 

会長挨拶 

この度、皆様のご推挙によりアイ

リスロータリークラブの会長を務め

させていただくことになりました。浅

学菲才の身でありますが、青木前

会長の跡を継ぎ山田幹事、理事

役員の方々とともに楽しく参加した

くなるクラブ運営に取り組んでまい

ります。どうぞよろしくお願いしま
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す。本日は田嶋パストガバナー、水野名誉会員、八神

名誉会員にお越しいただきありがとうございます。田嶋

パストガバナーはロータリアンへのお導きくださいまし

た。そしてこのように素晴らしい仲間を得ることができま

した。水野名誉会長には当クラブ４年目の幹事を務め

させていただいたとき大変お世話になりました。八神名

誉会長は時折当クラブの例会に参加くださり正直な意

見を多くださいました。これもロータリアンであればこそ

と感謝しております。 

また事務局のない当クラブでは本年度の準備にあた

りクラブ計画書などの制作などご尽力くださった山田幹

事をはじめ、藤谷委員 加藤前書記、荒山書記などご

協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

本日は七夕であり青木前会長のお誕生日でもありま

す。青木前会長はとても物柔らかなお方で周囲をふわ

ふわとした雰囲気に包み込みます。一方私の第一印象

は少し怖いようでして気にしておりますところです。最近

のマスク生活を利用し時折マスクの中でニッと笑うように

しております。笑うと目尻が下がりますのでいくらか柔ら

かになるのではないのでしょうか。これからは例会前

に、ニッとしてから席に着きます。 

皆様と当クラブの発展に精一杯務めてもまいります

ので会員の皆様のご協力ご鞭撻を賜りますようどうぞ宜

しくお願い申し上げます。 

パストエンブレム授与式 

菊地会長より青木直前会長と荒山直前幹事にパスト

エンブレムの授与が行われました。 

菊池会長 年度方針の発表 

本年度 RI 会長シェカール・メー

タ国際ロータリーのテーマは「奉仕

しよう みんなの人生を豊かにする

ために」です。また沓名ガバナー

地区方針は「チェンジロータリー 

新時代の成長に！」～コロナゼロ・

カーボンゼロ支援～です。 

本年度アイリスロータリークラブ

方針は、「ロータリーの輪を広げ、共に奉仕しよう。 〜

心に豊かさを〜 」です。本年度会長方針は、 

① クラブ管理運営 新時代への変化を取り入れ、会

員相互が寄り添い 活気ある活動をしましょう。 

前年度はコロナにより例会開催できない月間ができ

てしましました。本年度もその状況はまだ不安定ではご

ざいますが臨機応変に対応をして参りますのでよろしく

お願いいたします。情報化の進化によりロータリーにお

いても情報の取り入れ方、発信の仕方も様々になりまし

た。オンライン化も地区大会などでも、すでに取り入れ

られております。その分野に精通されている方、何とか

ついていける方、全くわからない方が存在しております。

得意な会員様のお手をお借りして会員が周知するよう

にします。 

② 奉仕プロジェクト 

 思いやりのある奉仕活動をし、皆に幸せを与えまし

ょう。 

最近の世の中の状況の変化を鑑みて奉仕活動につ

いて改めて考えます。独りよがりの奉仕をしていないか。

本当に相手の役に立っているだろうか。 

アイリスの社会奉仕である名大小児病棟での活動も

コロナ禍において、活動スタイルを変えざるを得ません

でした。社会奉仕についてはクラブ内で議論を重ねより

よい答えをみつけていきたいです。奉仕するとき誰かの

人生だけでなく自分の人生も豊かになります。 

RI 会長シェカール・メークさんはこのようにおっしゃって

おります。「誰かを助けるときその人に恩を施していると

考えないでください。実際はその人たちがあなたに恩を

施しているのです。」 

「人生では、与える者、奉仕する者になりなさい。た

だし与えるときも奉仕するときも謙虚になりひざまずいて

「与えさせていただけますか」「奉仕させていただけます

か」とお願いする気持ちになりなさい。そして他の人の

ために生き、世話をし、奉仕することで誰かの人生を豊

かにすることは、自分の人生の最高の生き方です。「誰

かのために生きてこそ人生には価値があるのです。」 

③ 会員増強 ロータリアンである喜びを 会員一人

一人が大切な人に  伝えましょう。 

ロータリー活動だからこそ感じたこと学んだことを会

員一人一人が大切な人に伝え会員増強をしましょう。ま

ずは全会員が大切なお友達にお声をかけてみることを

はじめてみてください。 

本年度アイリスロータリークラブ方針は、「ロータリー

の輪を広げ、共に奉仕しよう。 〜心に豊かさを〜」 

本年度１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

幹事挨拶 

この度、クラブ幹事を仰せつか

りました山田智博です。まだアイリ

スロータリークラブに入会し月日も

浅く、また勉強不足でロータリー

に関して語ることもままならない自

分ではありますが、これを機にロ

ータリアンとして、アイリスロータリ

ークラブの一員として、職業人とし

て、また職業を通じて社会奉仕を

志す者として、一層努力してまいりたいと思います。理

事役員の皆様、会員の皆様におかれましては、知識の

ない私に対しご指導をしていただけましたら、幸いに思

います。  

振り返ってみますと、２０１７年７月に入会し、あっとい

う間に４年経ち、気がついたら５年目で幹事になってお

りました。ただ参加する側であった頃が懐かしく感じま
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す、これもアイリスであるからこそ経験できることだとも感

じております。 

今年度はクラブ幹事として、一年間しっかりと菊地会

長の方針である「ロータリーの輪を広げ、共に奉仕しよ

う。心に豊かさを」の目的を実現するため、理事役員及

び委員長と連携し、各行事やクラブとしての取り組みに

努力し行動して参ります。今年も昨年同様に今までに

経験したことのない事態が続いている中ではありますが、

社会や時代が変わっても絶えず奉仕の精神を持ち続

け、変化し続ける社会に対応し積極的に行動できるよう、

時代の要求ニーズに合ったロータリーに変化していくこ

とが大切と考え、円滑なクラブ運営に取り組んで参りた

いと考えております。 

また、会員皆様の安全・安心を重視しながら、以前の

ような例会に少しでも近づけることが出来るよう準備し、

創意工夫していきたいと思います。Zoom なども活用で

きるようになれば、とも考えておりますが、ただ私自身は

SERVE 参加するのみで設定などはできませんことを申

し添えます。会員の皆様には、ご不便をお掛けするかと

は思いますが、少しずつ改善しながら以前のような楽し

い例会を開催できるよう前向きに取り組んでまいりたい

と思います。 

最近、「サスティナブル」という言葉を頻繁に耳にしま

すが「サスティナブル」とは、直訳すれば「持続可能な」

という意味であることは皆様のご存じのことと思います。

この幹事挨拶を考えている際に、全国のロータリークラ

ブをネット検索していましたところ、あるロータリークラブ

に私自身が気になった記事がありました。 

それは過去の RI 会長のメッセージとして「長年にわ

たり、私たちの奉仕活動すべての根幹に関わってきた

問題とあり、それは「持続可能性」とありました。その中

で持続可能な奉仕とは、ロータリーによる直接参加が

終わった後も、その活動が長期的に良い影響を与え続

けることを意味し、例えば、ただ井戸を掘っただけで立

ち去るのではなく、村人たちが井戸の手入れと修繕を

できるようにしなければならないこと。 

病院を建てたなら、ロータリーからの支援がなくても

経営を続けられる方法を確立しなければならないことな

どが記載されておりました。これは海外への支援の話で

はありますが、当クラブにおいても、次年度や次々年度、

継続してのクラブ運営に関し何か考え方として参考に

なるかと感じた次第です。 

話は変わりますが、私、司法書士を生業とし、職業上

主たる業務を他人に行わせることが出来ません。例え

ば、不動産売買などの取引の場合、売主・買主・債権

者・仲介業者など多数の当事者の予定調整をして行う

ため、私一人の意向で変更するこが出来ず日程変更

できないことがあります。その際には例会を出席できな

いこともあるかと思いますが、この様な場合には事前準

備などはしっかり行い皆様にはなるべくご迷惑をお掛け

しないように致しますので、この点ご理解いただければ

と思います。 

最後に、今回幹事の大役を仰せつかり、就任までの

間、荒山直前幹事、加藤前書記、安井様、藤谷様、島

村様には、色々とご指導を賜りましたことに誠に感謝申

し上げます。頼りのない幹事であり、皆様にご迷惑をお

掛けすることもあるかと思いますが、臨機応変に対応し、

柔軟性をもって、楽しみながら一年間勤め切れば、新

たな自分を発見し成長できると信じ、また、次年度は、

アイリスRCの１０周年となる記念の年でもありますので、

スムーズにバトンタッチ出来るよう一生懸命努力して行

く決意でございますので、何卒宜しくお願いいたします。 

 

2021-22 年度 国際ロータリーのテーマ 

SERVE TO CHANGE LIVES 

 

シェカール・メータ 

2021-21 年度会長 

 

Calcutta-Mahanagar 
ロータリークラブ所属 

インド（西ベンガル州） 

 

名古屋アイリスロータリークラブ 

２０２１～２０２２年度の方針 

ロータリーの輪を広げ、共に奉仕しよう。 

〜心に豊かさを〜 

 

２０２１～２０２２年度 会長方針 

①クラブ管理運営 

新時代への変化を取り入れ、会員相互が寄り添

い活気ある活動をしましょう。 

 

②奉仕プロジェクト 

思いやりのある奉仕活動をし、皆に幸せを与え

ましょう。 

 

③会員増強 

ロータリーアンである喜びを 会員一人一人

が大切な人に伝えましょう。 


